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最
大
震
度
７(

マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
６)

の
能
登

半
島
地
震
の
発
生
か
ら
２

年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

震
災
後
の
能
登
の
復
興
の

取
り
組
み
が
マ
ス
コ
ミ
で

も
時
お
り
紹
介
さ
れ
ま
す

が
、
被
災
者
の
実
際
の
生

活
の
苦
し
み
や
不
安
は
あ

ま
り
語
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
紫
式
部
」
の
作
成
を
手

伝
っ
て
い
る
乙
井
さ
ん
は
、

奥
様
の
実
家
が
奥
能
登
の

珠
洲
市
に
あ
り
義
母
と
義

妹
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

自
宅
は
大
規
模
半
壊
し
、

宇
治
市
の
公
営
住
宅
で
昨

年
11
月
ま
で
避
難
生
活
を

送
っ
て
き
ま
し
た
。

乙
井
さ
ん
ご
夫
婦
も
、

家
の
片
づ
け
や
修
理
、
様
々

な
手
続
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
で
、
こ
の
２

年
の
間
に
17
回
、
奥
能
登

に
足
を
運
ん
で
現
地
を
見

て
き
た
と
の
こ
と
。
今
回

は
珠
洲
市
の
現
状
、
被
災

者
の
状
況
を
報
告
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
か
ら
２
年

珠
洲
市
は
今

乙
井
孝
之

（報
告
は
２
～
４
頁
）

特
別
報
告

珠洲市・仁江町 / 地震で数百メートルに渡って斜面が崩落。

国道 249 号は土砂に埋まった。隆起した海岸に仮設の道路が作られた。
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復
興
の
現
状

珠
洲
市
の
「
地
震
・
豪
雨

に
係
る
災
害
対
策
本
部
」
は

昨
年
３
月
31
日
に
解
散
し

た
。
ま
た
石
川
県
内
の
避
難

所
は
昨
年
４
月
に
す
べ
て

閉
鎖
さ
れ
た
。
県
内
で
は
約

６
千
８
百
戸
の
仮
設
住
宅
が

建
設
さ
れ
、
約
１
万
２
千
人

が
入
居
し
た(

珠
洲
市
で
は

約
３
千
２
百
人)

。
ま
た
「
み

な
し
仮
設
」
等
で
暮
ら
す
住

民
を
加
え
る
と
約
２
万
人
近

く
の
住
民
が
現
在
も
仮
住
ま

い
で
暮
ら
し
て
い
る
。

約
４
万
３
千
棟
の
建
物
の

公
費
解
体
は
昨
年
11
月
ま
で

に
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
壊
れ
た

建
物
ば
か
り
だ
っ
た
街
並
み

は
空
き
地
に
変
わ
り
、
雑
草

が
生
え
る
空
間
が
広
が
り
、

そ
こ
に
生
活
の
場
所
が
あ
っ

た
こ
と
は
消
え
始
め
て
い

る
。
国
道
を
中
心
に
舗
装
工

事
や
山
崩
れ
な
ど
の
修
復
工

事
は
各
所
で
続
い
て
お
り
、

道
路
は
片
側
交
互
通
行
箇
所

も
多
く
道
路
は
市
内
の
各
所

で
渋
滞
し
て
い
る
。
資
材
運

搬
の
ダ
ン
プ
カ
ー
や
産
廃
収

集
運
搬
車
両
等
の
通
過
台
数

も
膨
大
で
他
府
県
ナ
ン
バ
ー

も
多
い
。
珠
洲
市
内
で
は
市

道
に
架
か
る
橋
の
落
下
や
段

差
に
よ
る
通
行
止
め
箇
所
が

多
く
、
修
理
は
進
ん
で
い
な

い
。
市
に
よ
る
と
、
市
道
の

橋
１
６
７
の
う
ち
72
が
被

災
。
35
の
橋
を
か
け
替
え
る

必
要
が
あ
る
が
、
完
了
し
た

も
の
は
な
く
５
年
ほ
ど
が
か

か
る
と
い
う
。
ま
た
ト
イ
レ

が
い
ま
だ
に
使
え
な
い
箇
所

が
あ
る
な
ど
、
市
内
の
公
共

イ
ン
フ
ラ
設
備
の
修
理
は
遅

れ
て
い
る
。

人
口
流
出
で

停
滞
す
る
経
済

奥
能
登
３
市
町
で
は
人
口

減
少
が
加
速
し
て
お
り
、
珠

洲
市
で
は
２
０
２
５
年
８
月

▶
大
谷
小
中
学
校
前

山
の
斜
面
が
地
震
と
豪
雨
で

   

２
回
崩
落
。

復
旧
工
事
が
続
い
て
い
る
。

▲能登豪雨で傾いた家。
ニュースでたびたび報道されたが、
昨年１１月に解体工事が終って更地と
なった。

◀
傾
い
た
ま
ま
の
電
柱
は

「日
常
の
風
景
」
で
す

◀
コ
ン
ビ
ニ
の
営
業
時
間

も
時
短
営
業
が
続
く
。

  

㈪
〜
㈯
７
:００
〜
１9
:００     

㈰

　
　
７
:００
〜
１７
:００

能登半島」
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時
点
で
９
，
９
５
２
人
と
な

り
、
２
０
２
４
年
１
月
の

１
１
，
７
２
１
人
か
ら
▲
１５
・

１
％
の
大
幅
な
減
少
と
な
っ

た
。
と
く
に
39
歳
以
下
の
子

育
て
世
代
の
転
出
が
多
く
、

40
代
以
上
と
比
較
す
る
と
２

倍
以
上
の
人
数
が
転
出
し
て

い
る
。
子
ど
も
の
減
少
を
受

け
て
輪
島
市
で
は
小
学
校
９

校
を
３
校
に
統
合
す
る
計
画

を
来
年
度
実
施
す
る
。
珠
洲

市
で
も
児
童
生
徒
数
は
震
災

前
か
ら
３
割
減
少
し
た
た
め

学
校
統
合
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。

若
者
の
転
出

や

就

業

者

数

の

減

少

が

地

元
の
経
済
に
与

え
る
影
響
は
大

き
い
。
特
に
医

療
機
関
の
人
手

不

足

は

深

刻

で
、
珠
洲
市
公

立
病
院
で
は
看

護

師

が

31

人

減
少(

１
１
９

人
→
88
人)

の

危
機
的
な
状
況
で
ベ
ッ
ド
数

を
減
ら
す
な
ど
で
対
応
し
て

い
る
。
採
用
活
動
を
行
う
も

就
職
者
は
な
か
な
か
決
ま
ら

な
い
。
「
賃
金
の
減
少(

低

賃
金)

」
「
住
ま
い
不
足
」
な

ど
が
理
由
と
い
う(

北
國
新

聞
の
報
道
よ
り)

。
石
川
県

は
奥
能
登
の
医
療
を
統
合
す

る
新
病
院
を
の
と
里
山
空
港

に
作
る
構
想
を
打
ち
出
し
た

が
、
市
内
の
総
合
病
院
の
廃

止
は
い
の
ち
を
削
る
こ
と
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
介
護
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
も
縮
小
・

廃
業
が
続
き
、
珠
洲
市
の
介

護
施
設
は
震
災
前
８
箇
所
→

３
箇
所
に
減
少
。
流
通
業
で

も
人
手
不
足
の
影
響
が
生
じ

て
い
る
。
珠
洲
市
内
に
２
店

舗
あ
る
ス
ー
パ
ー
は
営
業
時

間
９
時
～
18
時
の
時
短
営
業

(

週
休
１
日)

。
コ
ン
ビ
ニ

も
７
時
か
ら
１９
時
ま
で
の
営

業
（
日
曜
は
１７
時
ま
で
）
。
ド

ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
は
５
店
舗
あ

り
21
時
頃
ま
で
営
業
し
て
い

る
が
、
買
い
物
で
は
不
便
な

状
態
が
続
く
。

被
災
者
の
苦
し
い

生
活
は
続
く

震
災
以
後
、
石
川
県
で
は

被
災
者
の
医
療
費
や
介
護
保

険
減
免
な
ど
を
実
施
し
て
き

た
が
、
「
国
民
健
康
保
険
料

お
よ
び
医
療
費
の
免
除
」
お

よ
び
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
保
険

料
お
よ
び
利
用
料
の
免
除
」

は
２
０
２
５
年
６
月
末
で
終

了(

協
会
け
ん
ぽ
は
９
月
末

ま
で)

。
そ
れ
以
後
は
通
常

通
り
の
費
用
負
担
・
利
用
料

負
担
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
災
害
義
援
金
の
支

給
な
ど
を
収
入
認
定
さ
れ
た

た
め
今
年
11
月
ま
で
に
奥
能

登
の
４
市
町
で
60
世
帯(

珠

洲
市
２
世
帯)

の
生
活
保
護

が
打
ち
切
ら
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

縮
小
し
て
い
る
。
珠
洲
市

の
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」
は
昨
年
９
月
に
閉

鎖
。
10
月
か
ら
「
復
興
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
開

◀
仮
設
住
宅
１
Ｋ
タ
イ
プ(

６
坪)

　

こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
２
人
が
暮
ら
し
て
い
る

(

注)

最
低
居
住
面
積
水
準
と
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
送
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
住
宅
の
広
さ
の
最
低
基
準
で
、
単
身
者
は
25
㎡
、
2

人
以
上
の
世
帯
で
は
「
10
㎡×

人
数
＋
10
㎡
」
で
計
算
さ
れ
、
国
土
交

通
省
が
定
め
る
「
住
生
活
基
本
計
画
」
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

よ
り
狭
い
と
生
活
に
支
障
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。 

▶
大
谷
小
中
学
校
前

　 

山
の
斜
面
が
地
震
と
豪
雨
で

   

２
回
崩
落
。

　 

復
旧
工
事
が
続
い
て
い
る
。

▲珠洲市公立病院
　 看護師不足のため病床削減などの対応が続く

「復興

いまだに

（約４・５畳）
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設
し
た
が
窓
口
業
務
は
縮
小

し
、
活
動
は
週
２
日
の
み
で

作
業
内
容
も
危
険
な
活
動
を

除
外
す
る
な
ど
限
定
。「
災
害

サ
ポ
ー
ト
レ
ン
タ
カ
ー
」(

車

両
の
無
料
貸
出)
も
奥
能
登

３
市
町
で
の
活
動
を
昨
年
末

で
終
了
し
た
。

「
基
準
以
下
」
の

仮
設
住
宅
の
生
活

石
川
県
か
ら
提
供
さ
れ
た

仮
設
住
宅
は
「
狭
さ
」
が
問

題
で
、
多
く
の
住
居
が
「
最

低
居
住
面
積
以
下
」(

注)

と

な
っ
て
い
る
。
特
に
問
題
な

の
は
「
１
Ｋ
タ
イ
プ
・
20
㎡
」

の
「
１
人
～
２
人
用
」
。
輪

島
市
で
は
１
Ｋ
タ
イ
プ
利
用

世
帯
の
約
半
数
が
２
人
で
使

用
。
部
屋
の
広
さ
は
約
４
・

５
畳
＋
台
所(

約
３
畳)

の

ス
ペ
ー
ス
し
か
な
く
、
２
人

が
寝
食
を
１
部
屋
で
生
活
す

る
た
め
、
体
調
を
崩
す
ケ
ー

ス
も
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た

仮
設
の
入
居
期
限
は
原
則
２

年
で
、
１
年
ご
と
の
更
新
手

続
き(

住
ま
い
の
再
建
状
況

の
報
告
義
務
付
け)

が
あ
り
、

住
み
続
け
ら
れ
る
か
入
居
者

の
不
安
は
残
る
。
自
宅
の
再

建
を
望
む
住
民
は
「
坪
単
価

１
５
０
～
２
０
０
万
円
」
と

も
い
わ
れ
る
建
設
費
の
値
上

が
り
と
業
者
不
足
に
直
面

し
、
今
後
の
ロ
ー
ン
負
担
や

子
供
世
代
が
使
用
し
な
い

「
負
の
遺
産
」
と
な
る
リ
ス
ク

な
ど
か
ら
再
建
を
た
め
ら
う

人
は
多
い
。

更
な
る
負
担
増
が

待
ち
受
け
る

被
災
者
向
け
の
公
営
住

宅(

復
興
住
宅)

の
建
設
は

計
画
が
進
み
、
珠
洲
市
で
も

２
０
２
９
年
度
ま
で
の
５
年

間
に
７
０
０
戸
の
建
設
を
計

画
。
家
賃
の
目
安
は
、
例
え

ば
70
歳
以
上
の
夫
婦
２
名
が

２
Ｄ
Ｋ (

55
㎡
程
度)

に
入

居
の
場
合
、
月
額
家
賃
は
１
・

６
～
３
・
７
万
円
程
度
。
た
だ

し
入
居
４
年
目
か
ら
は
賃
料

が
改
定
さ
れ
、「
世
帯
収
入
が

５
１
０
万
円
以
上
」
の
場
合
、

月
額
家
賃
１３
・
５
万
円
と
の

試
算
が
提
示
さ
れ
た
。
改
定

賃
料
の
値
上
げ
幅
は
非
常
に

大
き
く
、
わ
ず
か
な
収
入
増

で
１０
万
を
超
え
る
家
賃
値
上

げ
と
な
る
。
利
用
者
の
立
場

に
立
っ
た
家
賃
減
免
措
置
な

ど
が
求
め
ら
れ
る
。

復
興
を
ど
う
進
め
る
か

今
後
ど
の
よ
う
に
復
興
を

進
め
る
べ
き
か
、
な
か
な
か

回
答
は
難
し
い
。
あ
え
て
強

引
に
言
う
な
ら
ば
、
①
暮
ら

し
て
い
る
住
民
・
関
係
者
み

▲傾いたままの観光案内標識

▼歩道の修理は遅れている

◀
珠
洲
市

・
高
屋
町

原
発
予
定
地
だ
っ
た
場
所
は
海
面

   

が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
隆
起
し
た

ん
な
の
声
が
集
ま
っ

た
計
画
づ
く
り(

コ

ン
サ
ル
会
社
や
「
専

門
家
」
中
心
の
取

り
組
み
に
し
な
い

こ
と)

。
②
若
者
世

代
が
戻
っ
て
来
ら

れ
る
政
策
の
実
現

(

「
関
係
人
口
の
拡

大
」
だ
け
で
は
な

い)

。
③
住
民
の
生

活
再
建
を
中
心
に

考
え
た
復
興
計
画

の
実
現
。
以
上
の

視
点
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
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本田清美はじめよう、体操

2 月の事業所だより

デイサービスセンター
きらく庵

西陣

家庭的な雰囲気のデイサービスです。スタッフと
ワイワイ賑やかに過ごすもよし、趣味に没頭する
もよし、のんびり過ごすもよし。機能訓練もしっ
かりやりますよ。みんながウキウキわくわくする
楽しいデイサービスをめざしています。

介護支援センター
紫野きらく庵

必要な人が介護保険サービスを受けられるよう

に、一緒に考えてケアプラン（サービス計画書）

を作ります。地域の人と住み慣れた家で生活で

きるように暮らし丸ごと支援します。

　デイサービスでは、無理のない体操を通して

心と体の健康づくり、そして脳の活性化を大切

にしています。一日の始まりに体を動かすこと

は、血流アップでからだが目覚め、心も活性化

されます。また、体操と脳の活性化は密接に関

連しており、認知機能の維持や向上に効果的で

す。お家でも取り組める簡単な体操をご紹介さ

せていただきます。

　転倒を予防する運動として、足腰の筋力とバ

終活サポート
気づいた時が始めどき！相談や、エンディングノート

作成支援は無料でご利用いただけます。有料サービス

や標準料金のパンフレットもありますのでお気軽にお

問い合わせ下さい。

ランス感覚を養う立位でかかと上げ、片足上げ、

太ももに力を入れて椅子の立ち座り等々。柔軟

性向上には、肩回し、肩上げ下げ、肩甲骨のス

トレッチ等々。脳の活性化には、足踏みしなが

らひき算、名前逆さ読み、三文字しりとりや手

指を使う運動等々。また、音楽に合わせてリズ

ム体操や棒を使っての体操も効果的です。これ

らの運動後は、鼻から吸って口からゆっくり長

く吐くことを意識しながら深呼吸をします。深

呼吸は、自律神経を整え、心も落ち着かせてく

れます。

　これからも笑顔で体を動かし元気な毎日を過

ごしましょう。
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高齢者生協くらしコープ第８回理事会 （１２月２６日） は、 下記催しに

賛同団体となり内外への宣伝を決定しました。
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保険のことならなんでもご相談下さい！

（有）関西総合保険事務所京滋店

〒604-8222　中京区四条通室町西入上る
観音堂町４６６　みやこビル２階

TEL(075）222-2267　FAX(075)708-2380

蒲池英昭担当
携帯(090)1242-1844 かまち　ひであき

手話クイズ
（解答 1 ５㌻）

◆「昼」の手話はどれでしょう？

頭をかしげ、こめかみ

に右手拳をあて、舌で

頬を膨らませる。

こめかみにあてた右

手拳を下ろすと同時

に頭をおこす。

立てた右手 2 指を

重ねて前方から額の

中央へあてる。

指
文
字

人差指で 1000 と空書きする。

「数字1000」

③　　　　　　　　　　　② 　　　　　　　　　　 ①

広告広告

　　　　　　　　　新入職員紹介

　　　　　　　　　　　　伴　美喜子さん

　　　　　

１月より紫野きらく庵で働かせていただいております　伴 美喜子と申します。

これまでの経験はまだ浅く、至らない点も多々あるかと存じますが、一つひとつ

の業務に真摯に向き合い、1 日でも早く覚えられるよう努めてまいります。

分からないことや不慣れな点につきましては、周囲の皆さまにご指導をお願い

することもあるかと思いますが、その一つひとつを大切にし、成長につなげてい

きたいと考えております。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
　　

　　　　　　　　　新入職員紹介
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▼
承
認
事
項

紫
式
部
の
内
容
と
今
後
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

「
見
守
り
な
ど
の
利
用
者
の
声

を
」
「
サ
ー
ク
ル
活
動
を
細
か

く
リ
ポ
ー
ト
し
て
」
「
記
事
と

報
告
・
広
告
は
区
別
を
わ
か
り

や
す
く
し
て
」
等
の
意
見
が
出

ま
し
た
。

　

ま
た
、
通
年
カ
ラ
ー
化
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

環
境
と
平
和
の
委
員
会

▼
南
相
馬
復
興
支
援
水
プ
ロ

12
月
も
18
人
の
方
か
ら
合
計

１
万
８
０
０
０
円
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
累
計

４
０
４
万
２
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

⦿
東
電
が
新
潟
柏
崎
刈
羽
6

号
機
を
２
０
２
６
年

1
月
20

日
に
再
稼
働
さ
せ
る
方
針
を
固

め
た
と
12
月
23
日
に
表
明
。
花

角
知
事
も
21
日
に
再
稼
働
を
容

認
し
原
発
関
連
費
用
を
盛
り
込

ん
で
補
正
予
算
案
を
提
出
。
北

海
道
泊
原
発
も
鈴
木
知
事
が
11

月
28
日

に
再
稼
働
容
認
の
考

え
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
高
市
政
権
は
12
月
26

日
、
２5
年
度
補
正
予
算
案
で
原

発
推
進
に
固
執
!
原
発
回
帰

路
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
会

計
を
２
・
５
兆
円
計
上
!!
と
次

世
代
革
新
炉
の
技
術
開
発
に

１
２
２
０
億
円
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。

　

先
日
のW

o
rld

N
E

W
S

に
よ
れ
ば
２
０
１
１
福
島
原
発

事
故
後
ド
イ
ツ
で
は
８
か
所
14

基
の
原
発
を
全
廃
し
た
の
に
、

な
ぜ
日
本
で
は
柏
崎
を
再
稼
働

さ
せ
る
の
か
理
解
に
苦
し
む
と

の
報
道
で
し
た
。

日
本
国
民
も
怒
っ
て
い
ま
す
💢

理事会
委員会
だより

第
8
回
理
事
会
報
告

(

12
月
26
日
）

理
事
11
人
中
10
人
出
席
。

監
事
2
人
中
1
人
参
加
。

▼
報
告
事
項

　

⦿
組
織
・
経
営
状
況

　
　

（
表
参
照
）

　

⦿
生
活
支
援
は
１１
月
中
３３

の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　

⦿
終
活
サ
ポ
ー
ト
の
成
立

が
１１
月
中
１
件
あ
り
ま
し

た
。

　

⦿
バ
イ
バ
イ
原
発
３
・
７
京

都
の
賛
同
団
体
と
な
り
組
合

員
へ
の
宣
伝
を
行
い
ま
す
。

（
６
㌻
参
照
）

理事会
委員会

▼
環
境
平
和
の
つ
ど
い
１2
月
報
告

２4
日
、
６
人
。

　

１
９
２
５
年
を
振
り
返
り
、

環
境
と
平
和
の
願
い
に
逆
行
す

る
世
間
の
動
き
に
懸
念
・
憤
ま

ん
を
出
し
放
題
出
し
合
い
ま
し

た
。
閉
会
後
は
、
お
知
ら
せ
が
、

入
院
中
で
欠
席
の
メ
ン
バ
ー
に

も
、
す
ぐ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
内
々
に
は
「
佐
竹
急
便
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
（
平
環
太
）

くらしコープへの御寄付

１1 月１日～３0 日（敬称略）

岩井清美、岩井初男、奥村忠一、

匿名１名、計４人の方から

総額８０００円の御寄付をいただきました。

ありがとうございました。

1,157

18,934口

人数 口数

加入 5人 22口

増資 7人 22口

脱退 2人 🔼🔼6口

減資 0人 0口

増減 3人 38口

組織状況（2025年12月31現在）

組合員総数

出資金残高（千円）

12月実績

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 5,483 4,865 🔼🔼618

経費合計 5,968 5,303 🔼🔼665

事業剰余 🔼🔼485 🔼🔼438 47

経常剰余 🔼🔼439 🔼🔼322 117

2025年度   11   11月度経営状況　　　　　(千円）

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 53,872 36,070 🔼🔼17,802

経費合計 57,137 44,424 🔼🔼12,713

事業剰余 🔼🔼3,265 🔼🔼8,354 🔼🔼5,089

経常剰余 🔼🔼2,799 🔼🔼7,598 🔼🔼4,799

4月～11月度累計4月～11月度累計
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サロン
サークル
だより

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

▼
１2
月
の
報
告

12
月
は
例
年
通
り
サ
ロ
ン
は

実
施
せ
ず
通
常
委
員
会
を
開
い

て
１
年
の
ま
と
め
と
新
年
の
計

画
な
ど
話
し
合
い
ま
し
た
。

▼
▼
２
月
の
予
定

ゲ
ス
ト
は
「
ス
パ
ー
ク
シ
ス

タ
ー
ズ
」
と
い
う
姉
妹
に
よ
る

バ
イ
オ
リ
ン
と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
の
演
奏
で
す
。
後
半
は
う
た

う
会
で
す
。

２
月
２8
日
（
土
）
１4
時
か
ら

会
場
：
北
区
西
賀
茂
・
水
野
様
宅

交
通
：
市
バ
ス
西
賀
茂
車
庫
前
９

時
２８
分
発
の
特
３７
系
統
で
柊
野
グ

ラ
ウ
ン
ド
前
下
車
が
便
利
。

参
加
申
込
は
24
日
ま
で
に
水
口
へ

℡

０
７
５
・
４
９
２
・
７
２
６
４

参
加
費
５
０
０
円
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▼
12
月
の
報
告

１２
日
２６
日
と
も
天
候
不
順
の

た
め
中
止
に
！

▼
▼
２
月
の
予
定
13
日
と
27
日

京
北
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
が
冬
季
閉
鎖

の
た
め
、
会
場
は
滋
賀
県
で
す
。

▼
名
作
を
読
む
会
12
月
報
告

宮
沢
賢
治

『
な
め
と
こ
山
の

熊
』

１７
日
３
人
。

熊
出
没
の
昨
今
、
野
生
の
熊

と
猟
師
と
の
「
見
つ
め
あ
い
」

は
、
私
た
ち
と
野
生
と
の
距
離

感
に
ヒ
ン
ト
を
く
れ
る
の
で

は
？

▼
▼
名
作
を
読
む
会
２
月
予
定

宮
沢
賢
治
の
作
品

18
日

（
水
）
１
時
半
～
本
部
ホ
ー
ル

★
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

社
会
問
題
・
名
作
と
も
訳
・

版
元
を
問
い
ま
せ
ん
。
各
自
持

ち
込
み
で
す
が
、
調
達
で
き
な

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
→

０
９
０
・
７
７
６
２
・
３
８
０
６

映
画
サ
ー
ク
ル

▼
▼
『ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ド
、ブ
ラ
ッ

ク
ベ
リ
ー
、
私
は
私
。』

２
月
8
日

（
日
）
①
１０
時
半
～

②
１
時
半
～
③
６
時
５０
分
～

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（左
京
区
）

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
さ
な
村

に
住
む
48
歳
の
寡
黙
な
女
性
エ

テ
ロ
は
、
今
ま
で
一
度
も
結
婚

し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
な

い
。
両
親
と
兄
を
亡
く
し
ひ
と

り
で
生
き
て
き
た
彼
女
は
、
自

分
で
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
を
摘
ん

で
つ
く
る
ジ
ャ
ム
と
同
じ
く
ら

い
現
在
の
暮
ら
し
を
愛
し
て
い

る
。
し
か
し
彼
女
が
独
身
で
い

る
こ
と
は
、
村
の
女
性
た
ち
の

噂
の
的
と
な
っ
て
い
た
。
そ
ん

な
あ
る
日
、
崖
か
ら
足
を
踏
み

外
し
…

２
０
２
３
年
／
１
１
０
分
／
Ｐ
Ｇ

１２
／
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ス
イ
ス
合
作

サークル

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

読
書
サ
ー
ク
ル

▼
社
会
問
題
読
書
会
１
月
報
告

野
村
進

『
日
本
領
サ
イ
パ
ン

島
の
一
万
日
』
第
１
回

７
日
、

４
人
。

日
清
・
日
露
・
（
第
１
次
）
世

界
大
戦
と
「
勝
ち
戦
」
を
続
け
て

き
た
帝
国
日
本
。
貧
し
い
人
々
の

中
に
は
、
国
策
も
影
響
し
て
中
国

大
陸
や
南
洋
諸
島
へ
雄
飛
、
一
獲

千
金
を
夢
見
る
者
た
ち
も
少
な
く

な
か
っ
た
。
山
形
県
出
身
の
主
人

公
、
金
次
郎
は
北
海
道
か
ら
小
笠

原
、
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
領
、
ド
イ

ツ
領
を
経
て
日
本
が
信
託
統
治
す

る
南
洋
諸
島
へ
「
浮
き
草
の
旅
」

を
進
め
る
。

▼
▼
社
会
問
題
読
書
会
２
月
予
定

野
村
進
著
・
中
公
文
庫

『
日
本

領
サ
イ
パ
ン
島
の
一
万
日
』

４
日

（
水
）
１
時
半
～
、
本
部

ホ
ー
ル
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とりもどすために

新井康友
⑯新しい認知症観―場づくりから

２
０
２
４
年
１
月
に
「
認

知
症
基
本
法
（
正
式
名
称
：

共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す

る
た
め
の
認
知
症
基
本
法
）
」

が
施
行
さ
れ
た
。
同
年
12
月

に
は
、
認
知
症
に
関
す
る
施

策
を
進
め
て
い
く
た
め
の
認

知
症
施
策
推
進
基
本
計
画
を

取
り
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
中

で
「
新
し
い
認
知
症
観
」
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
一
人
を
尊
厳

あ
る
個
人
と
し
て

「
新
し
い
認
知
症
観
」
と

は
、
「
認
知
症
に
な
っ
た
ら

何
も
で
き
な
く
な
る
の
で
は

な
く
、
認
知
症
に
な
っ
て
か

ら
も
、
一
人
一
人
が
個
人
と

し
て
で
き
る
こ
と
・
や
り
た

い
こ
と
が
あ
り
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
仲
間
等
と
つ
な
が

り
な
が
ら
、
希
望
を
持
っ
て

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
考

え
方
の
こ
と
で
す
。
す
な
わ

ち
、
認
知
症
の
人
を
単
に
支

援
の
対
象
と
し
て
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
尊
厳
あ
る
一
人

の
個
人
と
し
て
理
解
し
、
そ

の
人
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
経
験
や
工
夫
を
生
か
し
な

が
ら
、
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
し
、
共
に
支
え
合
っ

て
生
き
る
社
会
を
目
指
す
こ

と
が
重
要
で
す
。

自
治
体
が
地
域
交
流

事
業
の
拠
点
整
備

し
か
し
、
２
０
２
５
年

10
月
に
内
閣
府
が
公
表
し

た
「
認
知
症
に
関
す
る
世
論

調
査
」
（
２
０
２
５
年
８
月

調
査
）
に
よ
る
と
、
認
知
症

基
本
法
が
成
立
し
た
こ
と
や

そ
の
内
容
に
つ
い
て
「
知
ら

な
い
」
と
回
答
し
た
者
の
割

合
は
75
・
３
％
で
し
た
。
こ

の
結
果
か
ら
、
認
知
症
基
本

法
の
理
念
や
内
容
が
、
い
ま

だ
国
民
に
十
分
浸
透
し
て
い

な
い
現
状
が
う
か
が
え
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

厚
生
労
働
省
の
「
認
知
症
基

本
法
に
基
づ
く
認
知
症
施
策

推
進
事
業
」
で
は
、
自
治
体

（
都
道
府
県
・
市
町
村
）
に
お

い
て
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動

等
の
拠
点
整
備
や
、
認
知
症

の
人
と
そ
れ
以
外
の
人

（
子
ど
も
、
障
害
者
等
を

含
め
た
地
域
住
民
）
と

の
交
流
の
場
等
の
立
ち

上
げ
を
支
援
し
、
認
知

症
の
人
や
家
族
等
の
地

域
の
居
場
所
づ
く
り
に

係
る
経
費
を
補
助
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
施
策
は
、
子
ど

も
、
障
害
の
あ
る
人
、
高
齢

者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

共
に
過
ご
す
、
い
わ
ゆ
る
「
富

山
型
」
と
称
さ
れ
る
地
域
共

生
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
も
の

と
考
え
ま
す
。

ま
ず
は
地
域
づ
く
り
、

場
の
整
備
か
ら

し
か
し
な
が
ら
、
認
知
症

の
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
直

ち
に
共
に
過
ご
す
居
場
所
づ

く
り
を
一
足
飛
び
に
進
め
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
時
期
尚

早
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

    　  ～阿部ひろ江ライブ情報～

☆各国報告ライブ☆

３月１日（日）昼頃から

近鉄向島駅北へ１０分、イルチェロにて

エチオピア、シリア、北朝鮮などの

報告とライブ、ランチ付き

問合せ（075）493 ー 2983

地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

認
知
症
カ
フ
ェ
の
よ
う
に
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が

気
軽
に
集
い
、
語
り
合
い
、

支
え
合
う
こ
と
の
で
き
る
場

を
全
国
各
地
に
整
備
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

広告
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『紫式部』　2026 年 2 月号

風光明媚
高間登志男さん

 （伏見区）

梅花祭を迎える

北野天満宮

日本機関紙協会京滋
地方本部　主催の
２０２５京都・滋賀
機関紙コンクールに
おいて、くらしコープ
の紫式部は優秀賞を
受けました。
応募作品は２０２５
年 12 月号です。

本誌、コンクール優秀賞
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『紫式部』　2026 年 2 月号

　

新
年
を
迎
え
た
ら
次
は
、

は
や
節
分
で
す
。
立
春
の
前

日
と
決
ま
っ
て
居
て
、
今
年

は
２
月
３
日
。
季
節
の
変
わ

り
目
に
は
邪
気
（
鬼
）
が
生

じ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
て
、

そ
れ
を
追
い
払
う
た
め
の
行

事
。
昔
か
ら
の
シ

キ
タ
リ
で　

「
オ

ニ
は
～
外
！
、
フ

ク
は
～
内
！
」
と
、

歌

い

な

が

ら

の

「
豆
ま
き
」
で
す
。

　

が
、
さ
て
「
オ

ニ
」
っ
て
、
な
ん

で
し
ょ
う
。
邪
神
、

亡
霊
。
異
種
族
の
者
。
死
者

の
霊
魂
。
「
フ
ク
」
と
は
な

に
？　

「
さ
い
わ
い
」、
「
し

あ
わ
せ
」、
「
幸
運
」、
「
長
い

命
」
と
、
辞
書
に
あ
り
ま
す
。

神
社
の
中
に
は
鬼
を
改
心
さ

せ
た
こ
と
か
ら
、
「
福
は
内
・

鬼
も
内
」
と
し
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
今
な
ら
改
心
で
は

な
く
、
話
し
合
っ
て
違
い
を

認
め
合
う
と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
。

　

２
０
２
５
年
版
「
世
界
幸

福
度
報
告
書
」
で
日
本
は
55

位
。
日
本
の
社
会
の
つ
な
が

り
の
希
薄
・
孤
立
感
の
強

さ
を
感
じ
て
い
る

人
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
１
位
は

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
。

１
４
７
位
が
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の

こ
と
。

　

さ
て
、
２
０
２
６

年
。
あ
な
た
は
何

を
追
い
出
し
、
何
を
呼
び
込

み
ま
す
か
？
私
の
追
い
出
し

た
い
の
は
「
世
界
の
貧
困
」

で
す
。
捨
て
た
い
物
、
な
く

し
た
い
も
の
は
「
武
器
」
で

す
。
「
戦
争
」
で
す
。
呼
び

込
み
た
い
の
は
当
然
「
世
界

の
平
和
」
で
す
。 

(

荒)
　
　
　
　
　

鬼
は
～
外
・
福
は
～
内
！

清少納言
百四十六の段

Ｍマ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
地
震
に
備
え
よ

南
海
ト
ラ
フ
・
九
州
・

北
海
道　

鎌
田  　

浩
毅

著

　
　
　

　

Ｐ
Ｈ
Ｐ  

新
書

今
後
30
年
以
内
に
南
海
ト

ラ
フ
地
震
が
発
生
す
る
確
率

は
60
～
90
パ
ー
セ
ン
ト
と
い

わ
れ
る
が
、
著
者
は
「
地
震

発
生
確
率
で
は
伝
わ
ら
な

い
」
と
言
い
切
り
、「
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
は
約
十
年
後

に
襲
っ
て
く
る
」「
そ
の
災
害

規
模
は
東
日
本
大
震
災
よ
り

10
倍
以
上
大
き
い
」
と
講
義

や
講
演
会
で
語
っ
て
き
た
。

そ
し
て
教
え
子
に
は
「
そ
の

地
震
の
な
か
で
何
を
し
た
ら

日
本
を
救
え
る
か
考
え
て
」

と
呼
び
か
け
る
。
ま
た
難
し

い
本
に
出
会
っ
た
ら
「
書
い

た
人
が
悪
い
」
と
疑
え
と
言

う
。
こ
の
本
も
初
心
者
に
も

わ
か
り
や
す
く
と
い
う
視
点

で
、
図
版
や
写
真
を
数
多
く

入
れ
て
簡
潔
に
説
明
す
る
。

本
書
の
内
容
で
は
、
今
後

Ｍ
９
以
上
の
大
規
模
地
震
が

３
つ
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り

震
源
域
は
南
海
ト
ラ
フ
、
千

島
海
溝
と
日
本
海
溝(

東
日

本
大
震
災
の
北
側)

、

琉
球
海
溝(

南
海
ト
ラ

フ
の
南
側)

。
こ
れ
ら

の
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

や
予
測
さ
れ
る
被
害
な

ど
紹
介
。
ま
た
そ
れ
以

外
に
推
測
さ
れ
る
首
都

直
下
地
震
や
桜
島
や
有
珠
山

の
噴
火
な
ど
警
戒
す
べ
き
自

然
災
害
を
解
説
。

評
者
が
驚
い
た
の
は
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
す
る

前
に
は
西
日
本
の
内
陸
地

震
が
多
発
す
る
と
の
解
説

で
す
。
具
体
的
に
は
、
前

回
１
９
４
６
年
の
南
海
地

震(

Ｍ
８
・
０)

の
前
に
、
西

日
本
で
は
１
９
２
５
年
～

１
９
４
５
年
に
か
け
て
、
Ｍ

７
以
上
の
内
陸
部
で
の
地
震

が
５
回
発
生(

北
但
馬
地
震
、

北
丹
後
地
震
、
河
内
大
和
地

震
、
鳥
取
地
震
、
三
河
地
震)

。

１
９
９
５
年
の
阪
神
大
震
災

以
後
、
地
震
の
活
動
期
に
入

り
、
西
日
本
で
も
鳥
取
中
部

地
震
や
熊
本
地
震
な
ど
各
地

で
地
震
が
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
ま
さ
に
歴
史
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。　

今
後
想
定
さ
れ
る
地
震
活

動
に
つ
い
て
学
ぶ
参
考
書
の

ひ
と
つ
と
し
て
お
勧
め
し
ま

す
。

（
乙
井
孝
之
）

く
り
返
す
自
然
災
害

大
被
害
を
く
り
返
さ
な
い
た
め
に

書
評
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私のレシピ　　　　　　　　　　　

じゃがいものグラタン

佐竹輝子

（北区鷹峯）

　

恐
竜
属
が
退
場
し
た
後
。

ひ
っ
そ
り
と
、
生
ま
れ
て
居

て
、
草
場
の
陰
に
隠
れ
な
が

ら
、
次
の
時
代
を
待
っ
て
い

た
の
は
デ
ッ
カ
イ
身
体
の
恐

竜
の
眼
に
は
届
か
な
い
所
に

う
ま
く
生
き
残
っ
て
い
た
、

小
さ
な
生
き
物
た
ち
。
待
っ

て
居
ま
し
た
！　

と
ば
か
り

に
躍
り
出
て
き
た
の
で
す
。　

　

こ
れ
も
生
き
物
た
ち
の
知

恵
で
し
た
。
そ
れ
は
「
地

球
凍
結
（
ア
ー
ス
・
ボ
ー

ル
）
の
３
回
目
の
後
」
の

こ
と
。
…
つ
ま
り
今
か
ら

６
億
５
千
万
年
前
の
、
最
後

の
地
球
凍
結
が
終
わ
っ
た
頃

か
ら
迎
え
た
「
地
球
凍
結
を

終
え
た
こ
ろ
」
か
ら
始
ま
っ

た
新
し
い
地
球
変
身
。
今
の

地
球
の
姿
に
落
ち
着
い
た
「
今

の
時
代
」
。

�
[

企
画
広
告]

荒
木
昭
夫
の
語
り
物

み
ど
り
・
ミ
ト
ク
ン
・
ミ
ー

も 

ち
ゃ
ん
㉗

い
よ
い
よ
、
哺
乳
類
登
場

輝
子

見
舞
し
て　

ト
ボ
ト
ボ
帰

る　

我
さ
び
し

帰
り
た
い　

点
滴
夫つ

ま

の　

足
さ
す
る

四
紅
坊

　
　
　
　

　
　
　
　

一

「
核
武
装
」
の
本
音
漏
ら
さ

せ
否
定
せ
ず

（本
音
は
「よ
う
言
う
た
」
・

か
・
）

　
　
　

　
　
　
　

二

高
市
の
高
い
支
持
率　

黄
か
ら

赤
　
　
　

　
　
　
　

三

千
北
に
長
い
陰
帽
子
ス
ト
ラ

イ
ド

　
　
　
　

　
　
　
　

四

「よ
い
年
」
よ
り 

よ
い
「年

寄
り
」
で
春
を
待
つ

川
柳

【材料】　4 人前

じゃがいも 4 個　玉葱 1 個　溶けるチーズ 150 ｇ　刻みパセリ大さじ 1　サラダ油大さじ 2

（ソース）　

白ワインカップ 1/4　牛乳カップ 1/2　生クリームカップ 1/3　塩・こしょう各少々

【作り方】

①じゃがいもは 5 ｍｍ厚さの半月切りにし熱湯で軽くゆでる

②玉葱はうす切りにする

③鍋を中火で熱してサラダ油をなじませ①と②を炒め、白ワイン、牛乳、生クリームを入れ、

　塩こしょうで味をととのえる

④チーズとパセリを散らし、フタをしてチーズが溶けるまで　

　蒸し焼きにし、器に盛る

⦿アツアツ、ハフハフ、ホクホク　オーブン使わず手軽に心

　まで温まります。

直
下
地
震
や
桜
島
や
有
珠
山

の
噴
火
な
ど
警
戒
す
べ
き
自

然
災
害
を
解
説
。

評
者
が
驚
い
た
の
は
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
す
る

前
に
は
西
日
本
の
内
陸
地

震
が
多
発
す
る
と
の
解
説

で
す
。
具
体
的
に
は
、
前

回
１
９
４
６
年
の
南
海
地

震(

Ｍ
８
・
０)

の
前
に
、
西

日
本
で
は
１
９
２
５
年
～

１
９
４
５
年
に
か
け
て
、
Ｍ

７
以
上
の
内
陸
部
で
の
地
震

が
５
回
発
生(

北
但
馬
地
震
、

北
丹
後
地
震
、
河
内
大
和
地

震
、
鳥
取
地
震
、
三
河
地
震)

。

１
９
９
５
年
の
阪
神
大
震
災

以
後
、
地
震
の
活
動
期
に
入

り
、
西
日
本
で
も
鳥
取
中
部

地
震
や
熊
本
地
震
な
ど
各
地

で
地
震
が
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
ま
さ
に
歴
史
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。　

今
後
想
定
さ
れ
る
地
震
活

動
に
つ
い
て
学
ぶ
参
考
書
の

ひ
と
つ
と
し
て
お
勧
め
し
ま

す
。

�

（
乙
井
孝
之
）
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コープ
物件情報　
第 26 号！

★ 土地面積　公簿 87.53 ㎡、
　　私道面積 43.8 ㎡
★ 建物面積　延べ 43.74 ㎡　
　　　　　　　　　1 Ｆ（27.99 ㎡、2 Ｆ 15.75 ㎡）
★ テラスハウス （連棟式） 4 戸 1
★ 上水道、 下水道、 都市ガス
★ 築年月　昭和 40 年 7 月、 平成 9 年増
　　改築 （1 階）
　　※ 増築未登記部分有り
　　※ 現状渡し　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　お問い合わせ先
　　　　　　　　　　　　くらしコープ不動産部
　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ 075 ・ 432 ・ 3636

　　明るく、 お手ごろ

　　　北区鷹峯の中古テラス角
　　　　市バス鷹峯上ノ町より徒歩３分

☆ 京都市北区鷹峯藤林町 6-304

価格 （総額）　 750 万円

今
は
差
別
用
語
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
「
表
日
本

〇
〇
」
「
裏
日
本
△
△
」
と
い

う
表
現
。
つ
い
最
近
ま
で
太

平
洋
側
を
「
表
日
本
」
と
呼

ん
で
い
た
。
そ
れ
は
欧
米
に

目
を
向
け
た
言
い
方
で
あ
る
。

し
か
し
日
本
の
文
化
は
中

国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
来
し

て
き
た
も
の
が
根
本
で
あ

り
、
歴
史
的
に
は
「
日
本
海

岸
」
こ
そ
表
玄
海
だ
っ
た
。

大
陸
文
化
が
日
本
に
上
陸
す

る
場
所
は
、
海
流
の
条
件
に

よ
り
若
狭
地
方
だ
っ
た
と
い

　

小
さ
な
町
で
も
歴
史
い
っ
ぱ
い

小浜

う
。
奈
良
や
京
都
の
都
に
着

く
前
に
先
ず
小
浜
に
伝
来
し

た
と
い
う
。

こ
の
小
さ
な
町
に
古
刹
が

多
い
の
も
納
得
さ
せ
ら
れ

る
。
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
や
お
寺
の
案
内
人
の
方
々

の
説
明
も
良
く
わ
か
り
充
実

し
て
い
ま
す
。

昭
和
百
年
の
連
載
が

終
り
、
『
昭
和
百
年
—

昔
話
』
の
連
載
も
お
し

ま
い
と
し
ま
す
。
引
き

続
き
昭
和
あ
ま
り
さ
ん

と
旅
仲
間
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
で
日
帰
り
～
１

泊
程
度
の
京
都
近
郊
の

旅
を
連
載
し
ま
す
。

▲観光ボランティア深谷さ
ん。 室町時代、 日本に最初に
「象」 が来たのは小浜という。

小さな旅
第 1 回

昭和あまり＋仲間たち
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『紫式部』　2026 年 2 月号

京都高齢者生活協同組合くらしコープ
〒 603-8232　京都市北区紫野東野町 1-5

　TEL　075(432)3636　 FAX075(451)6350

🌐https://kyotoelder.coop/

  ✉ honbu@kyotoelder.coop

  郵便振替　00910-2-234479

　2026 年 2 月 1 日発行

2 月　24 日（火）
9 ： 00 ～

　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！

【手話クイズ解答】

正解は　②番です。

①朝　②昼　③寝る

業
で
全
人
類
に
対
す
る
冒
瀆
、

許
せ
ま
せ
ん
▼

さ
て
、
節
分

で
寒
さ
が
終
る
と
立
春
。
去
年

は
秋
が
短
か
っ
た
け
ど
、
こ
の

春
は
５
月
５
日
の
立
夏
の
前
日

ま
で
、
み
っ
ち
り
３
か
月
９０
日

間
、
春
で
あ
っ
て
欲
し
い
▼
２

月
に
な
る
と
梅
の
便
り
で
す

が
、
個
人
的
に
な
つ
か
し
い
の

は
座
禅
草
。
久
し
ぶ
り
に
高
島

市
今
津
に
訪
ね
て
み
よ
う
か

な
。
湖
西
線
近
江
今
津
下
車
江

若
バ
ス
７
分
そ
の
名
も
「
ザ
ゼ

ン
草
前
」
下
車
３
分
。
車
な

ら
国
道
１
６
１
号
を
、
国
道

３
０
３
号
で
左
折
す
ぐ
Ｐ
４０
台

ト
イ
レ
有
。
帰
路
は
駅
迄
歩
く

の
も
風
情
よ
し
。
（
赤
染
益
輝
）

◆
編
集
室
の
窓
◆

「
新
年
早
々
」
と
い
う
枕
詞
、

近
年
、
あ
ま
り
良
い
事
に
使
わ

れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
の

は
、
も
と
も
と
そ
う
い
う
言
葉

な
の
か
そ
れ
と
も
…
。
記
憶
を

た
ど
っ
て
も
、
阪
神
淡
路
大
震

災
、
コ
ロ
ナ
も
。
能
登
半
島

地
震
は
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
。

し
か
し
今
年
の
年
頭
ト
ッ
プ

ニ
ュ
ー
ス
は
頭
を
抜
い
て
い
ま

し
た
▼
大
国
ア
メ
リ
カ
が
「
裏

庭
」ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
軍
事
侵
攻
、

住
民
を
殺
害
、
大
統
領
夫
婦
を

拉
致
し
て
国
外
の
ア
メ
リ
カ
で

裁
判
に
か
け
る
と
い
う
、
戦
後

史
の
中
で
も
ワ
ー
ス
ト
５
に
入

る
と
思
わ
れ
る
極
悪
非
道
の
所

メールアドレス   kyoto.kc16@adagio.ocn.ne.jp

教室作品

広告

う
。
奈
良
や
京
都
の
都
に
着

く
前
に
先
ず
小
浜
に
伝
来
し

た
と
い
う
。

こ
の
小
さ
な
町
に
古
刹
が

多
い
の
も
納
得
さ
せ
ら
れ

る
。
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
や
お
寺
の
案
内
人
の
方
々

の
説
明
も
良
く
わ
か
り
充
実

し
て
い
ま
す
。
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